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令和４年度一般会計当初予算額

62億2,000万円
　令和４年度の一般会計当初予算は、人口減少に歯止めをか

ける事業や子育て支援、町民生活に密着した事業などへ優先

的に予算を措置した結果、前年度当初予算額と比較して３億

500 万円（5.2㌫）増の 62 億 2,000 万円となりました。

　今月号では、令和４年度当初予算についてお知らせします。

会計名 予算額 前年度比

特
別
会
計

工業団地造成事業 8,868 万円 0.0㌫

住宅団地造成事業 632 万円 0.0㌫

後期高齢者医療 １億 428 万円 2.5㌫

国民健康保健
事業勘定 ７億 4,725 万円 1.2㌫

診療施設勘定 ３億 8,605 万円 33.6㌫

介護保険 11 億 8,081 万円 － 2.0㌫

企
業
会
計

水道事業

収益的収支 ２億 5,709 万円 1.2㌫

資本的
収入 １億 5,235 万円 23.8㌫

支出 ２億 7,093 万円 18.3㌫

下水道事業

収益的収支 ３億 4,203 万円 － 1.4㌫

資本的
収入 １億 5,379 万円 － 24.4㌫

支出 ２億 4,027 万円 － 0.2㌫

表　特別会計および企業会計の当初予算額
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グラフ　一般会計の当初予算額の推移
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一般会計一般会計＝町の基本となる会計で、福祉や土木、教育などの一般的な事業を行う。依存依存
財源財源＝国や県などから交付されるお金。自主財源自主財源＝町が自ら収入できるお金。地方交付地方交付
税税＝一定水準の行政サービスができるように自治体の財政状況に応じて国から交付され
るお金。町債町債＝道路改良や施設整備などを行う際に、その資金として長期的に借り入れ
るお金。また、財源不足を補うため地方交付税の代わりに借りるお金。繰入金繰入金＝基金（積
立金）や特別会計から入るお金。義務的経費義務的経費＝支出が義務的で任意に削減できない経費。
投資的経費投資的経費＝支出の効果が施設などの資産として将来に残るものに支出される経費。公公
債費債費＝借入した町債などの返済に充てるお金。扶助費扶助費＝児童や高齢者、障がい者福祉な
どに要するお金。物件費物件費＝消耗品や光熱水費、委託料などの消費的性質に要するお金。
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  令和４年度の新たな取り組み（主な新規事業）

■ 農業公社設立準備事業
 1,085 万円
　担い手不足や遊休農地の増加など、町の農林

業が抱える課題の解決に向けた農業公社の設立

準備を進めます。

■ 集落型ライスセンター整備事業
 2,485 万円
　稲作にかかる経営安定と品質向上を図るた

め、下小島地区で進めるライスセンターの整備

を支援します。

■ 有害鳥獣解体処理施設整備事業
 1,500 万円
　イノシシやツキノワグマなどの大型獣の捕獲

の推進と捕獲員の負担軽減のため、解体処理施

設を整備します。

■ ケーブルテレビ放送設備更新事業
 3,000 万円
　ケーブルテレビの自主放送送出設備および放

送機材を４Ｋ放送に対応するよう更新します。

未来を拓く未来を拓く
令和４年度令和４年度
当 初 予 算当 初 予 算

歳 入
予 算

依存財源依存財源
75.6㌫75.6㌫

自主財源自主財源
24.4㌫24.4㌫ 地方交付税　地方交付税　48.1㌫48.1㌫

29 億 9,015 万円29 億 9,015 万円

町債　町債　7.9㌫7.9㌫
４億 8,980 万円４億 8,980 万円県支出金　県支出金　7.8㌫  ４億 8,670 万円7.8㌫  ４億 8,670 万円

国庫支出金　国庫支出金　7.4㌫7.4㌫
４億 5,787 万円４億 5,787 万円

その他　その他　4.4㌫4.4㌫
２億 7,769 万円２億 7,769 万円

町税　町税　9.5㌫  ５億 9,193 万円9.5㌫  ５億 9,193 万円

繰入金　繰入金　7.3㌫  ４億 5,331 万円7.3㌫  ４億 5,331 万円

寄附金　寄附金　2.9㌫  １億 8,000 万円2.9㌫  １億 8,000 万円

使用料・手数料　使用料・手数料　9.5㌫9.5㌫
１億 5,973 万円１億 5,973 万円 その他　その他　2.1㌫2.1㌫

１億 3,282 万円１億 3,282 万円

義務的経費義務的経費
38.5㌫38.5㌫

投資的投資的
経費経費
12.8㌫12.8㌫

その他その他
48.7㌫48.7㌫

人件費　人件費　18.0㌫18.0㌫
11 億 1,708 万円11 億 1,708 万円

公債費　公債費　13.8㌫13.8㌫
８億 5,932 万円８億 5,932 万円

扶助費　扶助費　6.7㌫6.7㌫
４億 1,398 万円４億 1,398 万円

普通建設事業費　普通建設事業費　12.4㌫12.4㌫
７億 7,394 万円７億 7,394 万円

災害復旧事業費　災害復旧事業費　0.4㌫  2,575 万円0.4㌫  2,575 万円

物件費　物件費　18.6㌫18.6㌫
11 億 5,952 万円11 億 5,952 万円

補助費等　補助費等　15.9㌫15.9㌫
９億 8,827 万円９億 8,827 万円

繰出金　繰出金　7.9㌫7.9㌫
４億 9,021 万円４億 9,021 万円

その他　その他　6.3㌫6.3㌫
３億 9,193 万円３億 9,193 万円 歳 出

予 算
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事業名 予算額

幼児教育・保育アドバイザー配置事業 188 万円

子育て医療費サポート事業（18 歳までの医療費無料化） 1,653 万円

【拡】出産祝金など（祝金の増額） 1,083 万円

【新】子育てコミュニティ施設運営事業 1,117 万円

【拡】英語検定料補助金（高校生まで対象を拡大） 60 万円

学校教育アドバイザー配置事業 393 万円

地域学校協働本部事業 491 万円

スポーツ少年団育成補助金 100 万円

事業名 予算額

多面的機能支払交付金事業 4,105 万円

中山間地域等直接支払事業 7,693 万円

【新】防災重点ため池整備事業 2,200 万円

菌床栽培用ハウス整備事業 5,131 万円

【拡】鳥獣被害防止対策事業（猟銃取得補助の創設） 1,940 万円

【拡】企業支援補助金（移住者雇用補助の追加） 1,000 万円

【拡】創業支援事業（伴走支援の追加） 288 万円

活力ある地域づくり支援事業（地域づくり団体への補助） 200 万円

【拡】結婚祝金（祝金の増額） 246 万円

移住・定住促進事業 537 万円

事業名 予算額

新たな健康づくり推進事業 1,023 万円

食のイメージアップ推進事業 102 万円

家庭血圧測定推進事業 108 万円

各種検診事業 1,930 万円

高齢者予防接種事業
（65歳以上の高齢者のインフルエンザ・肺炎球菌ワクチン接種費用の助成）

1,149 万円

【新】医師住宅整備事業 7,000 万円

敬老祝金・特別敬老祝金 916 万円

集落支援員配置事業 430 万円

事業名 予算額

防雪柵設置事業 4,550 万円

除雪機械更新事業 7,940 万円

雪処理支援隊事業 466 万円

除排雪費用助成事業 305 万円

町民バス運行事業 9,876 万円

町道舗装修繕工事 6,200 万円

橋りょう修繕工事 8,615 万円

デジタル戦略推進事業 1,887 万円

消防積載車整備事業 1,360 万円

消防屯所整備事業 2,013 万円

さゆり公園施設長寿命化対策事業 2,100 万円

上水道老朽管更新事業 5,500 万円

簡易水道等老朽管更新事業 3,500 万円

簡易水道施設整備事業（水道未普及地区対策） 755 万円

事業名 予算額

ふるさと応援寄附金事業 １億 2,200 万円

協働のまちづくり推進事業 536 万円

中心エリア整備構想推進事業 513 万円

【新】… 新規事業　【拡】… 拡充事業

笑顔つながり  夢ふくらむまち  ～ずーっと、西会津～笑顔つながり  夢ふくらむまち  ～ずーっと、西会津～

令和４年度の主な事業令和４年度の主な事業
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▲  百寿を祝い、施設職員の皆さんと記念撮影をする
齋藤さん（写真１列目）

24 人の児童が希望に胸をふくらませ入学

西会津小学校 入学式西会津小学校 入学式

　西会津小学校入学式が４月６日、西会津中学
校多目的ホールで行われ、本年度の新１年生
24 人が元気に入学しました。
　新入生の皆さんは慣れない雰囲気に緊張した
様子で会場に入場しましたが、入学児童呼名が
始まると大きな声で元気に返事をしていまし
た。式では、菅家由紀子校長が「西会津小学校
のお兄さんお姉さんは皆さんが入学してくるの
を楽しみにしていました。小学校生活を楽しく
送るために『あいさつ、あんぜん、ありがとう』
の３つの『あ』を大切にしましょう」とあいさ
つしました。その後、新１年生を代表して石川
希
の あ

愛さんが教科書を受け取ったほか、在校生に
よる歓迎のビデオメッセージが上映され、新１
年生の入学を祝福しました。

139 人の園児が元気いっぱいで入園

こゆりこども園 入園式こゆりこども園 入園式

　こゆりこども園の入園式が４月４日に同園遊戯室で
行われました。本年度の入園児は 139 人ですが、新
型コロナウイルス感染症感染拡大防止を考慮し、式に
は新入園児 20 人とその保護者のみが出席しました。
　式では、新入園児の名前が一人一人読み上げられ、
船橋政広園長が「こども園にはいろいろなおもちゃや
楽しい行事があるので、毎日元気に通ってきてくださ
い」とあいさつしました。

33 人が中学校生活をスタート

西会津中学校 入学式西会津中学校 入学式

　本年度の西会津中学校入学式が４月６日に同校多目的ホー
ルで行われ、新入生 33 人が入学しました。
　式では、佐藤崇史校長が「中学校での３年間は大人として行
動できるようになるための重要な期間。これからの中学校生活
でたくさんの輝く笑顔と自立に向かって全力で努力する姿に出
会えることを楽しみにしています」と式辞を述べました。
　また、式の最後には新入生を代表して小林奏

かな る

月さんが教科
書を受け取り、中村玲

れい

菜
な

さん（写真右上）が「中学生になっ
て不安なこともあるが、先輩方や先生方の助けを借りなが
ら、小学校で誓った夢や目標に向かって頑張っていきたいで
す」と力強く誓いのことばを述べました。

長寿を祝い賀寿を贈呈

齋藤清一さん 満 100歳に齋藤清一さん 満 100歳に

　齋藤清一さん（上野尻）が３月 28 日に満 100
歳を迎えたことを受け、同日、町役場で賀寿贈呈式
が行われました。齋藤さんは現在、会津若松市内の
施設に入所しているため、家族が代理で賀寿を受け
取り、その後入所している施設に届けられました。
　齋藤さんの長寿の秘訣は「よく食べてよく寝るこ
と」だそうです。齋藤さんを含めて町内で 100 歳
以上の高齢者は 13 人となりました。［令和４年４
月１日現在］

新たに 11人が西高生の仲間入り

西会津高校 入学式西会津高校 入学式

　４月８日、西会津高校入学式が同校体育館で行わ
れ、新入生 11 人が高校生の仲間入りをしました。
　式に先立ち、渡邉雅彦校長が西会津高校の校訓で
ある「不撓不屈・質実剛健」を紹介し、「自己の研
さんに励み、日々の学習や諸活動に精進しながら実
り多き３年間になることを期待しています」と激励
の言葉を贈りました。式の最後には、長谷川真

ま

衣
い

さ
んが新入生を代表し、「高校生としての自覚と責任
感を持ち、仲間とともに励まし合い、助け合い、認
め合えるような関係を築いていきたい」と希望あふ
れる高校生活に向けて誓いのことばを述べました。
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『帯で作る大人のバッグ』
[ 新井 久子、北脇 美秋  編集 ]
 ブティック社

『職場のトリセツ』
[ 黒川 伊保子  著 ]
 時事通信出版局

『輝山』
[ 澤田 瞳子  著 ]
 徳間書店

『母の待つ里』
[ 浅田 次郎  著 ]

新潮社

『朱より赤く』
[ 窪 美澄  著 ]

新潮社

西中図書館  新刊オススメ本西中図書館  新刊オススメ本

　和服を着る機会が少なく

なってしまい、使わなくなっ

てタンスに眠っている「帯」

を、自分に合うスタイルにリメイクしてよみがえらせて

みませんか？

　この本では、トートバッグやショルダーバッグ、リュッ

クなど、普段使いのカジュアルデザインからおしゃれな

装いに似合うデザインにリメイクしたバッグが多数紹介

されています。思い出の詰まった大切な帯の魅力を生か

した、世界にたったひとつのオリジナルバッグをぜひ作っ

てみてください。

「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

町民ギャラリー　まんさく俳句会

耕
す
や
風
の
匂
ひ
と
土
の
香
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
原　

芳
子
（
野
沢
上
原
）

気
疲
れ
の
ひ
と
日
の
長
し
新
社
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐　

照
子
（
原
）

初
蝶
や
窓
よ
り
ピ
ア
ノ
練
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄　

よ
し
子（
さ
ゆ
り
が
丘
）

借
景
は
新
緑
の
山
開
店
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
木　

麗
子
（
真
ヶ
沢
）

春
の
夢
星
占
い
を
信
じ
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

ミ
エ
子（
野
沢
本
町
）

切
り
花
に
少
し
の
香
り
春
の
宵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

ノ
シ
（
極
入
）

モ
ノ
ク
ロ
の
木
々
に
脈
打
つ
春
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
崎　

宗
作
（
小
杉
山
）

生
き
生
き
と
切
り
絵
の
つ
ば
め
翻
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
尾　

公
子
（
野
沢
上
原
）

娘こ

の
点た

て
る
福
茶
を
飲
み
て
笑
み
交
わ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
野　

シ
ズ
エ
（
滑
沢
）

山
桜
屋
号
賑
わ
ふ
過
疎
の
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
部　

弘
子
（
中
町
）

講座（教室）名 対象 実施時期（予定） 会場 内容

子ども英語教室 小学３～６年生 ６月～翌年３月 町公民館
外国語指導助手との交流を通じて英会話
に親しみ、国際感覚を身につける。

英会話教室 中学生以上 ６月～翌年３月 町公民館
日常英会話の学習と国際交流を促進し、
ヒアリングなどを通して英会話を学ぶ。

成人講座
登山コース

18歳以上
（人数限定）

６月～11月 町内・一部町外
西会津の山々や峠のいわれなどを学習し、
峠道の散策や軽登山を行う。

成人講座
スポーツコース

18歳以上 ６月～翌年３月 町公民館など
ニュースポーツなどを通して健康と仲間
づくりを目的に行う。

成人講座
自然探勝コース

18歳以上
（人数限定）

６月～11月 町内・一部町外
西会津の自然について学習し、自然保護
への理解を深める。

成人講座
女性コース

18歳以上の女性 ６月～翌年２月 町公民館など
価値観の多様化する現代社会を、女性と
して豊かに過ごすための学習を行う。

成人講座
ものづくりコース

18歳以上
（人数限定）

６月～翌年２月 町公民館など 作品を完成させる楽しさを味わう。

にしあいづ物語講座 誰でも参加可能 ６月～翌年３月 町公民館など
地域の民話や文化財など地域の宝をもとにした
「にしあいづ物語 100 選」を題材に講座を行う。

出前講座
（申込みは随時受付中）

自治区や老人クラブ
などの団体、グループ

通年
自治区集会所や
町公民館など

団体やグループの要望により、歴史、自然、
文化、スポーツなどの教室を行う。

ｉＰａｄ講座 誰でも参加可能 ５月～翌年２月 町公民館
デジタル化する社会に適応するため、タブ
レット端末（ｉＰａｄ）の初歩を学習する。

そば打ち講座
18歳以上
（人数限定）

５月～翌年２月
オートキャンプ場

管理棟
「そば打ち名人」を講師に迎え、技術を学
ぶ。

働き盛り男性の応援講座 18歳以上 ５月～翌年３月 町公民館など
男性や父子を対象に料理やスポーツを行
う。

出ヶ原和紙作り講座
18歳以上
（人数限定）

６月～翌年３月
出ヶ原和紙工房

など
一連の工程を通して和紙作りを体験し、
町の伝統産業である和紙について学ぶ。

はつらつスポーツ講座 60歳以上 ６月～翌年３月 町公民館など
カローリング、ボッチャ、グラウンドゴ
ルフなどのニュースポーツを行う。

　令和４年度の主な公民館講座や教室を紹介します。詳しい内容

や申込手続きについては、回覧チラシやケーブルテレビなどをご

確認ください。皆さんの参加をお待ちしています。

〈申込み・問い合わせ先〉
町公民館　☎４５―３２４４

令和４年度  町公民館の講座・教室紹介
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

令
和
４
年
度
の
町
役
場
の
体
制

町
職
員
の
人
事
異
動
お
よ
び
新
採
用
職
員
の
紹
介

▼
国
保
西
会
津
診
療
所
長
兼
国

保
群
岡
診
療
所
長
代
理
坂
田
敏
夫

（
国
保
西
会
津
診
療
所
長
兼
国
保

群
岡
診
療
所
長
代
理
兼
介
護
老

人
保
健
施
設
所
長
）▼
参
事
兼
総

務
課
長
伊
藤
善
文（
企
画
情
報
課

長
）▼
企
画
情
報
課
長
玉
木
周
司

（
学
校
教
育
課
長
）▼
健
康
増
進

課
長
矢
部
喜
代
栄（
農
林
振
興
課

長
併
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）▼

農
林
振
興
課
長
併
農
業
委
員
会

事
務
局
長
小
瀧
武
彦（
健
康
増
進

課
長
）▼
会
計
管
理
者
兼
出
納
室

長
五
十
嵐
博
文（
生
涯
学
習
課
長

兼
公
民
館
長
）▼
学
校
教
育
課
長

佐
藤
実（
商
工
観
光
課
長
補
佐
）

▼
生
涯
学
習
課
長
兼
公
民
館
長
兼

歴
史
文
化
基
本
構
想
推
進
室
長
齋

藤
正
利（
総
務
課
長
補
佐
兼
総
務

係
長
）▼
総
務
課
長
補
佐
兼
総
務

係
長
長
谷
沼
充
伸（
総
務
課
長
補

佐
兼
財
政
係
長
）▼
健
康
増
進
課

長
補
佐
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
鎌

倉
康
裕（
健
康
増
進
課
長
補
佐
兼

健
康
支
援
係
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー

所
長
）▼
商
工
観
光
課
長
補
佐
外

島
拓（
町
民
税
務
課
長
補
佐
兼
町

民
生
活
係
長﹇
防
災
担
当
﹈）▼
農

業
委
員
会
事
務
局
次
長
併
農
林
振

興
課
鈴
木
利
博（
町
民
税
務
課
長

補
佐
兼
税
務
係
長﹇
収
税
担
当
﹈）

▼
町
民
税
務
課
長
補
佐
兼
町
民
生

活
係
長﹇
防
災
担
当
﹈物
永
毅（
福

祉
介
護
課
介
護
係
長
）▼
町
民
税

務
課
長
補
佐
兼
税
務
係
長﹇
収
税

担
当
﹈山
口
隆
志（
建
設
水
道
課

管
理
係
長﹇
事
務
担
当
﹈）▼
福
祉

介
護
課
長
補
佐
中
谷
博
道（
福
祉

介
護
課
福
祉
係
長
）▼
建
設
水
道

課
長
補
佐
兼
上
下
水
道
係
長
黒
澤

将
幸（
建
設
水
道
課
上
下
水
道
係

長
）▼
出
納
室
主
任
出
納
員
青
津

直
子（
出
納
室
出
納
員
）▼
生
涯
学

習
課
長
補
佐
兼
歴
史
文
化
基
本
構

想
推
進
室
次
長
濱
田
千
俊（
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係
長﹇
社
会
教

育
担
当
﹈）▼
福
祉
介
護
課
福
祉

係
長
三
留
昭
生（
農
林
振
興
課
農

政
係
長
）▼
福
祉
介
護
課
介
護
係

長
江
川
す
が
子（
町
民
税
務
課
税

務
係
長﹇
民
税
・
固
定
資
産
税
担

当
﹈）▼
福
祉
介
護
課
付
保
健
師
長

に
し
あ
い
づ
福
祉
会
派
遣
倉
橋

直
美（
健
康
増
進
課
保
健
師
長
）▼

健
康
増
進
課
保
健
師
長
齋
藤
美
香

（
福
祉
介
護
課
付
保
健
師
長
に
し

あ
い
づ
福
祉
会
派
遣
）▼
農
林
振

興
課
農
政
係
長
山
口
則
夫（
農
林

振
興
課
林
政
係
長
）▼
建
設
水
道

課
管
理
係
長﹇
事
務
担
当
﹈塚
原
一

雄（
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長

﹇
社
会
体
育
担
当
﹈）▼
生
涯
学
習

課
生
涯
学
習
係
長
齋
藤
賢（
商
工

観
光
課
商
工
観
光
係
長
）▼
総
務

課
財
政
係
長
二
瓶
晃
典（
総
務
課

主
査
）▼
町
民
税
務
課
町
民
生
活

係
長﹇
戸
籍
担
当
﹈荒
明
聡
美（
町

民
税
務
課
主
任
主
査
）▼
町
民
税

務
課
税
務
係
長﹇
民
税
・
固
定
資

産
税
担
当
﹈本
田
誠
治（
町
民
税
務

課
主
査
）▼
健
康
増
進
課
健
康
支

援
係
長
齋
藤
俊
一
郎（
健
康
増
進

課
主
査
）▼
国
保
西
会
津
診
療
所

看
護
師
長
兼
訪
問
看
護
事
業
所
管

理
者
渡
部
忠
義（
国
保
西
会
津
診

療
所
主
任
看
護
師
兼
国
保
群
岡

診
療
所
主
任
看
護
師
）▼
商
工
観

光
課
商
工
観
光
係
長
五
十
嵐
国

幸（
商
工
観
光
課
主
査
）▼
農
林

振
興
課
林
政
係
長
齋
藤
善
行（
総

務
課
主
査
）▼
総
務
課
主
査
兼
出

納
室
斎
藤
孝
洋（
企
画
情
報
課
主

　

▼
新
田
新
也（
参
事
兼
総
務
課

長
）▼
成
田
信
幸（
会
計
管
理
者
兼

出
納
室
長
）▼
高
津
典
通（
農
業
委

員
会
事
務
局
次
長
併
農
林
振
興

課
）▼
齋
藤
伸
也（
総
務
課
付
係

長
）▼
上
野
静
江（
町
民
税
務
課
町

民
生
活
係
長﹇
戸
籍
担
当
﹈）▼
石

井
里
恵
子（
国
保
西
会
津
診
療
所

看
護
師
長
兼
訪
問
看
護
事
業
所
管

理
者
）▼
矢
部
正
子（
国
保
西
会
津

診
療
所
主
任
専
門
准
看
護
師
）

退
職
【
３
月
31
日
付
】

新
採
用
職
員
の
紹
介

企画情報課 主事

雅
う

楽
た

川
がわ

善
よし

之
ゆき

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
を
第
一
に

考
え
、
行
動
し
、
信
頼
さ
れ
る
職

員
と
な
れ
る
よ
う
公
務
に
臨
み
ま

す
。
ま
た
、
町
の
発
展
に
私
自
身

が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
実
践
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

健康増進課 主事

菅
かん

野
の

凪
なぎ

沙
さ

抱
負
＝
社
会
人
と
し
て
働
く
こ
と

に
不
安
も
多
く
感
じ
ま
す
が
、
早

く
町
の
雰
囲
気
に
馴
染
み
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
、
支
え
て

い
け
る
よ
う
な
職
員
に
な
り
た
い

で
す
。

健康増進課 保健師

平
ひら

野
の

由
ゆ

実
み

子
こ

抱
負
＝
町
の
保
健
福
祉
に
惹
か
れ

て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
町
民
の
皆

さ
ん
の
健
康
を
支
え
、
一
緒
に
健

康
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

西会津（群岡）診療所 看護師

青
あお

津
つ

千
せ

莉
り

奈
な

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添

い
、
頼
ら
れ
る
存
在
に
な
れ
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
安
心
し

て
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

温
か
い
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農林振興課 主事

井
いの

上
うえ

宗
むね

知
とも

抱
負
＝
町
の
発
展
と
と
も
に
、
住

み
や
す
い
町
に
な
る
よ
う
誠
心
誠

意
取
り
組
み
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

査
）▼
総
務
課
主
査
兼
出
納
室
長

谷
川
祐
一（
総
務
課
主
査
）▼
総

務
課
副
主
査
仲
川
恭
介（
学
校
教

育
課
副
主
査
）▼
企
画
情
報
課
副

主
査
土
田
健
斗（
農
林
振
興
課
主

事
）▼
健
康
増
進
課
副
主
査
石
川

皓
也（
建
設
水
道
課
副
主
査
）▼
商

工
観
光
課
副
主
査
古
川
祐
樹（
企

画
情
報
課
副
主
査
）▼
学
校
教
育

課
副
主
査
大
崎
友
梨（
健
康
増
進

課
副
主
査
）▼
総
務
課
主
事
三
留

里
奈（
健
康
増
進
課
主
事
）▼
総

務
課
主
事
兼
出
納
室
一
条
駿（
農

林
振
興
課
主
事
）▼
町
民
税
務
課

主
事
石
本
貴
寛（
学
校
教
育
課
主

事
）▼
町
民
税
務
課
主
事
藤
原
千

秋（
総
務
課
主
事
）▼
農
林
振
興
課

主
事
植
木
大
翔（
建
設
水
道
課
主

事
）▼
農
林
振
興
課
主
事
鈴
木
郭

夢（
総
務
課
主
事
）▼
建
設
水
道
課

主
事
長
谷
川
雅
典（
町
民
税
務
課

主
事
）

▼
再
任
用﹇
短
時
間
勤
務
﹈総
務
課

新
田
新
也
▼
同　

農
林
振
興
課
成

田
信
幸
▼
同　

健
康
増
進
課
保
健

師
田
崎
美
記
子
▼
同　

国
保
西
会

津
診
療
所
臨
床
検
査
技
師
成
田
美

和
▼
同　

国
保
西
会
津
診
療
所
看

護
師
兼
国
保
群
岡
診
療
所
看
護
師

矢
部
正
子

※（　

）内
は
旧
任

建設水道課 主事

五
い が ら し

十嵐 共
と も

生

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ

れ
、
よ
り
良
い
町
に
す
る
た
め
に

こ
の
町
の
魅
力
を
よ
り
引
き
出
せ

る
よ
う
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

学校教育課 主事

安
あ

部
べ

政
まさ

幸
ゆき

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
そ
し
て
町
の
さ
ら
な

る
発
展
の
た
め
に
、
一
つ
一
つ
の

仕
事
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

新
隊
員
の
紹
介

企画情報課付

星
ほし

野
の

壮
そう

祐
すけ

担
当
＝
集
落
支
援

出
身
地
＝
郡
山
市

企画情報課付

長
なが

橋
はし

幸
ゆき

宏
ひろ

担
当
＝
デ
ジ
タ
ル
戦
略
推
進

出
身
地
＝
東
京
都

企画情報課付

三
みつ

塚
つか

玄
はる

久
ひさ

担
当
＝
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
番
組
制
作

出
身
地
＝
宮
城
県

西会津診療所 医師

山
やま

内
うち

常
つね

男
お

役
職
＝
国
保
西
会
津
診
療
所
長
代

理
兼
介
護
老
人
保
健
施
設
所
長

抱
負
＝
身
体
の
こ
と
や
生
活
の
こ

と
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
何

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

人
事
異
動
【
４
月
１
日
付
】
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

▲  写真左から江添信城教育長、薄町長、折笠さん、▲  写真左から江添信城教育長、薄町長、折笠さん、
佐藤崇史校長佐藤崇史校長

▲  着任教職員を代表してあいさつを述べる西会津▲  着任教職員を代表してあいさつを述べる西会津
小学校に着任した菅家由紀子校長（写真中央）小学校に着任した菅家由紀子校長（写真中央）

▲ 薄町長から辞令書を受ける渡部団長▲ 薄町長から辞令書を受ける渡部団長

▲ 初任者講習会の様子▲ 初任者講習会の様子

▶ 

町
消
防
団
幹
部
の
辞
令
交
付
式

西会津産米が各種大会で高い評価

橋谷田ファーム株式会社が多数のコンクールで入賞橋谷田ファーム株式会社が多数のコンクールで入賞
　橋谷田ファーム株式会社では、お米番付 2021（主

催：八代目儀兵衛 銀座米料亭）で「コシヒカリ」が

優秀賞（総合２位相当）、大阪府民のいっちゃんうま

い米コンテスト（主催：大阪府米穀小売商連合会）で

「ゆうだい 21」がいっちゃんうまい部門賞（総合２位

相当）をそれぞれ受賞しました。

　３月 17 日、橋谷田ファーム代表取締役の橋谷田淳

さん（写真中央）が町役場を訪れ、各大会での受賞を

薄町長に報告しました。橋谷田さんは「西会津産米を

多くの人に知ってもらえて嬉しい」と話し、薄町長は

「西会津産米の全国的な知名度が広がっていていると

感じる。受賞おめでとうございます」と祝福しました。

本の魅力を伝える書評ゲームで県大会優勝

全国中学ビブリオバトル決勝大会への出場を報告全国中学ビブリオバトル決勝大会への出場を報告
　３月 16 日、西会津中学校３年の折笠遥南さんが町

役場を訪れ、同 20 日開催の全国中学ビブリオバトル

決勝大会への出場を薄町長に報告しました。

　ビブリオバトルとは、お気に入りの本を持ち寄りそ

の魅力を 5 分間で紹介し合い、観戦者の投票によっ

て一番読みたい本を決める書評ゲームです。折笠さん

は、昨年 11 月に行われた県大会（中学生の部）で優

勝し、全国大会への切符を手にしました。

　薄町長は折笠さんに激励金を手渡し、「全国大会で

も堂々とした発表を期待しています」とエールを贈り

ました。［学年は３月時点］

新たに７人の教職員が着任

令和４年度教職員着任式令和４年度教職員着任式
　令和４年度の教職員着任式が４月１日、町役場大会

議室で行われました。離任および新たに着任した教職

員は次のとおりです。（敬称略）

◆離任教職員　※（　）内は新任校
　西会津小＝博多弘泰（会津美里町立高田小学校）、
生江和枝（喜多方市立山都小学校）、髙畑恵美（会津

坂下町立坂下東小学校）、長谷川敏行（退職）、國分文

子（喜多方市立豊川小学校）

　西会津中＝中野富全（喜多方市教育委員会）、湯田
和幸（会津若松市立河東学園［後期］）、舟木浩仁（会

津若松市立一箕中学校）、長谷川裕美（会津若松市立

第三中学校）

◆着任教職員　※（　）内は前任校
　西会津小＝菅家由紀子（会津教育事務所）、栗
原実香（南会津町立桧沢小学校）、土田菜央（町

教育支援員）

　西会津中＝二瓶孝弘（いわき市立平第三中学
校）、佐藤祐雄（会津若松市立第三中学校）、石井

弘（会津若松市立一箕中学校）、三浦克之

新たな団長に渡部晋さん

町消防団が新体制になりました町消防団が新体制になりました
　４月１日、町消防団長の辞令交付式が行われ、渡部

晋
すすむ

さん（縄沢）が新たに町消防団長となりました。式で

は、薄町長が「火を出さないことを重点とし、より積極

的に活動を展開していただき、渡部団長にもその指導・

管理をお願いします」と辞令書を手渡し、渡部団長は「町

民の生命と財産を守り、安心安全なまちづくりに努めて

いきたい」と決意を表明しました。

　さらに同３日には、新入団員を対象とした初任者講習

会が開催され、消防ポンプの使用方法など基本的な操法

について指導が行われました。また、各分団幹部などの

辞令交付式も行われ、町消防団が新体制での活動をス

タートしました。

温かいご支援ありがとうございます

品竹悦子さん 町へ寄付金品竹悦子さん 町へ寄付金
　郡山市在住で語り部として活動している品竹悦子さんより、町へ寄

付金をいただきました。品竹さんは西会津町出身で、昨年 11 月～今

年３月にかけて町内で開催された「研幾堂五人衆ものがたり」で語り

部を務めるなど、昔話や民話の伝承について県内外で広く活動してい

ます。４月５日に来庁した品竹さんは「町の子どもたちのために使っ

ていただきたい」と話し、薄町長に寄付金を手渡しました。
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

▲ 柴崎自治区のデジタル教室の様子▲ 柴崎自治区のデジタル教室の様子

農作物の凍霜害に注意しましょう

防霜対策本部を設置しました防霜対策本部を設置しました
　町では、４月４日に農作物の凍霜害を未然に防ぐことを目的

とした防霜対策本部を設置しました。設置期間は、同日から６

月３日までです。今後は、霜注意報などの対策本部より出され

る情報に注意し、農作物の十分な管理を行ってください。

〈問い合わせ先〉　農林振興課　農政係　☎４５―４５３１

町内各所で開催 気軽にお越しください

春の行政相談・人権相談を行います春の行政相談・人権相談を行います
　毎年５月は「福島さわやか行政相談キャンペー

ン」期間です。町では、次の日程で特設行政相談所

を開設し、役所や特殊法人などの仕事に対する苦情

や意見、要望の相談に応じます。併せて、さまざま

な人権問題に関する相談に応じる特設人権相談所も

開設しますので、この機会に相談ください。相談は

無料で、秘密は固く守られます。相談にお越しの際

は、新型コロナウイルス感染症対策のためマスクの

着用にご協力をお願いします。

◆行政相談員
田崎　宗作さん（小杉山）

◆人権相談員
長谷川　成博さん（梨平）
貝沼　利則さん（呼賀）
長澤　文子さん（芝草）

◆開催日時・会場（６月１日は人権相談のみ）
５月 11 日（水）

　　午前９時 30 分～正午　新郷連絡所

　　午後１時～３時 30 分　奥川みらい交流館

５月 12 日（木）
　　午前９時 30 分～正午　保健センター

　　午後１時～３時 30 分　町役場（第１委員会室）

６月１日（水）
　　午前 10 時～午後３時　町公民館

〈問い合わせ先〉
◎行政相談について
　総務課　行政管理係　☎４５―２２１１

◎人権相談について
　町民税務課　町民生活係　☎４５―２２１５

自治区でのデジタル技術活用を推進

Wi-Fi 整備を記念してデジタル教室を開催Wi-Fi 整備を記念してデジタル教室を開催
　柴崎自治区と中町自治区では、令和３年度事業の無線

LAN 環境整備事業を活用し、集会所に無線 LAN（Wi-Fi）環

境を整備しました。本事業の完了を記念して、４月８日には

それぞれの集会所でデジタル教室が開催されました。

　町では、自治区に出向いてのデジタル教室を随時開催して

います。開催を希望したい、または内容を詳しく聞いてみた

いなどの場合は下記まで気軽に問い合わせください。

〈問い合わせ先〉
　企画情報課　デジタル戦略室　☎４５―４５３６

出産祝金とこうのとりサポート事業を拡充

町での“子育て”を支援します！町での“子育て”を支援します！
　町では、次代を担う子育て世代が、「住みやすい」「住んで

よかった」と思える町づくりを推進するとともに、全ての子

どもたちが健やかに成長できるよう支援しています。

　今月号では、その子育て支援事業について、令和４年４月

から拡充した事業内容についてお知らせします。

〈問い合わせ先〉
　子育て支援センター（こゆりこども園内）

　☎４５―４３３２

◎出産祝金
　次代を担う子どもの誕生を祝うととも

に、健やかな成長を願い、出産祝金を支

給しています（拡充内容は右表参照）。

◆対象者
　令和４年４月２日以降の出生児

◆支給要件
　出産まで継続して１年以上町内に住所

があること

◎こうのとりサポート事業
　町では、不妊症または不育症に悩む夫婦に検査や治療の

ための費用を助成しています。令和４年４月１日からの不

妊治療の公的医療保険適用に併せて、次のとおり助成内容

を見直しました。

◆助成内容（不妊症）
　検査費用：全額助成

　治療費用：①保険適用外…１回の治療で10万円まで助成

　　　　　　②保険適用…１回の治療で３万円まで助成

　　　　　　（①、②合わせて計 10 回まで）

　※ 令和４年４月１日より前から継続して行っている治療

の場合は、１回に限り保険適応となった治療も含めて

10 万円まで助成。

◎子育て広場「おいでおいで」  【申込不要】
　子育て広場「おいでおいで」は、就学前の子ど

もと保護者が自由に遊び、他の親子と交流できる

広場です。子育てに関する情報交換や、友達作り

の場として、気軽に利用ください。

◆開催日
　毎週水曜日（祝日を除く）　午前 10 時～正午

◆開催場所
　こゆりこども園（子育て支援室）

年間所得が 210 ～ 600 万円以下で限度額適用
認定を受けている場合

見
直
し
前

医療費　　　　　　　 600,000 円
国・県補助金　　　－ 300,000 円
町補助金　　　　　－ 100,000 円
自己負担額　　　　　 200,000 円

見
直
し
後

医療費　　　　　　　 600,000 円
公的医療保険　　　－ 516,570 円

　　   国・県補助金　　　　　廃止
町補助金　　　　　  － 30,000 円
自己負担額　　　　　   53,430 円

［比較例］ 体外受精（医療費 60 万円）を受けた
場合の窓口での自己負担額

月日 イベントなど 月日 イベントなど

５月11日 戸外遊び（散歩） 11月９日 親子クッキング

６月８日 親子クッキング 12月14日 クリスマス

７月13日 水遊び １月11日 だんごさし

８月10日 水遊び ２月８日 絵本読み聞かせ

９月14日 戸外遊び（散歩） ３月１日 ひなまつり

10月12日 ハロウィン

おいでおいで 令和４年度イベント年間計画

令和４年度より 令和３年度まで

第 1子 ・ 出生時 30 万円（10 万円は町共通
商品券） ・ 出生時 20 万円（10 万

円は町共通商品券）
第２子

・ 出生時 30 万円（10 万円は町共通
商品券）
・小学校入学時 10 万円
・中学校入学時 10 万円

第３子
以降

・ 出生時 20 万円（10 万
円は町共通商品券）

・２歳の誕生日 10 万円
・小学校入学時 20 万円

共通 ・ 出生時に家族の絆応援クーポンを
贈呈（町内写真店で記念写真制作）
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

▲ 講師を務めた多田さん▲ 講師を務めた多田さん

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

町 長 コ ラ ム  その 2 4
　

先
日
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の
総
合
メ
ー
カ
ー
で
社
会
貢
献
し
て

い
る
㈱
モ
ン
ベ
ル
の
辰
野
勇
会
長
と
会
津
13
市
町
村
長
と
の

意
見
交
換
会
に
出
席
し
た
。
全
国
の
市
町
村
や
企
業
と
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る

が
、
成
功
す
る
か
し
な
い
か
は
「
首
長
の
覚
悟
と
職
員
の
や

る
気
」
だ
と
辰
野
会
長
は
話
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
の
中
に

あ
っ
て
、
交
流
人
口
・
関
係
人
口
・
移
住
定
住
も
重
要
だ
が
、

そ
の
地
域
の
住
民
が
元
気
に
な
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
い

う
辰
野
会
長
の
言
葉
に
、
１
期
目
の
時
に
あ
る
方
か
ら
同
じ

よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
改
め
て
２

期
目
に
向
け
て
決
意
を
新
た
に
し
た
意
見
交
換
会
で
あ
っ
た
。

＊

　

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
62
億
２
千
万
円

と
な
っ
た
。
本
年
度
も
最
大
の
課
題
で
あ
る
「
人
口
減
少
対

策
」
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。
特
に
力
を
入
れ
て
進
め

る
新
規
事
業
は
、
町
の
農
業
を
守
る
た
め
の
農
業
公
社
設
立

に
向
け
た
準
備
事
業
、
下
小
島
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
（
建
物
・

機
械
）
の
整
備
、
有
害
鳥
獣
解
体
処
理
施
設
の
整
備
、
防
災

重
点
た
め
池
整
備
工
事
（
尾
登
・
奥
背
堤
）、
こ
れ
ま
で
よ

り
も
利
用
し
や
す
い
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
、
昨

年
実
施
し
た
町
に
企
業
移
転
等
受
入
れ
に
向
け
た
事
業
の
実

現
化
を
図
る
た
め
、
首
都
圏
な
ど
の
企
業
と
の
関
係
構
築
事

業
な
ど
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
結
婚
祝
金
や
出
産
祝
金
の
増
額
、
子
育
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
の
２
期
整
備
な
ど
子
育
て
支
援
対
策
を
拡
充
・
推

進
し
、
若
者
の
移
住
定
住
に
向
け
て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

覚
悟
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

西
会
津
町
長

先進事例でデジタル戦略の推進について学ぶ

デジタル技術を活用した協働のまちづくり講演会デジタル技術を活用した協働のまちづくり講演会
◆
コ
ー
ナ
ー
企
画
（
に
し
あ
い
づ

ニ
ュ
ー
ス
ワ
イ
ド
で
放
送
中
）

○
カ
レ
ン
ダ
ー
料
理
で
さ
す
け

ね
ぇ
輪

○
本
田
よ
う
一
の
に
し
あ
い
づ

ｋ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ

○
西
中
図
書
館
新
刊
案
内

※
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
や
マ
イ
ビ

デ
オ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
み
ん
な
の
掲
示
板
や
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
（
有
料
）
も
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

５
月
の
放
送
案
内

お知らせ
INFORMATION

▲ 弁当の一例▲ 弁当の一例

　

町
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

世
帯
や
身
体
障
が
い
者
で
、
老

衰
、
心
身
の
障
が
い
、
疾
病
な
ど

の
理
由
に
よ
り
食
事
の
調
理
が
困

難
な
人
を
対
象
に
、
週
１
回
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
配
食
弁
当

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
利
用
す
る

に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
、
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

高
齢
者
等
配
食

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

◆
提
供
日

　

毎
週
火
曜
日
の
夕
食
分

◆
利
用
料

　

１
食
当
た
り
３
５
０
円

〈
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
祉
介
護
課　

福
祉
係

　

☎
45
―
２
２
１
４

特
定
計
量
器

定
期
検
査
を

実
施
し
ま
す

　

町
で
は
、
取
引
な
ど
で
「
は
か

り
」
を
使
用
し
て
い
る
事
業
者
を

対
象
に
、
令
和
４
年
度
特
定
計
量

器
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

◆
集
合
検
査
の
予
定

○
日
時

　

７
月
12
日
（
火
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

○
場
所

　

西
会
津
町
役
場

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
島
県
計
量
検
定
所　

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
７
５
６
７

　

町
商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

　

☎
45
―
２
２
１
３

ク
マ
に
注
意

　

冬
が
明
け
、
ク
マ
が
エ
サ
を
求

め
て
活
発
に
活
動
す
る
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
ク
マ
は
鋭
い
爪
と
大

き
な
歯
を
持
ち
、
時
速
40
㌖
で
走

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
農
作
業
や

散
歩
、
山
菜
採

り
な
ど
で
山
に

入
る
と
き
は
次

の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

◎
ク
マ
の
出
没
状
況
を
確
認
し
て

か
ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
も
し

ク
マ
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、
大

声
を
あ
げ
た
り
、
背
中
を
向
け

て
逃
げ
た
り
せ
ず
、
落
ち
着
い

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ク
マ
鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
な
ど
大

き
な
音
が
出
る
も
の
を
身
に
付

け
、
ク
マ
に
自
分
の
存
在
を
知

ら
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
早
朝
や
夕
方
、
悪
天
候
の
日
は

特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
子
グ
マ
を
見
掛
け
た
ら
引
き
返

し
ま
し
ょ
う
。
親
グ
マ
が
近
く

に
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◎
通
い
慣
れ
た
里
山
で
も
、
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
山
菜
採
り
は
周
囲
を
確
認
し
な

が
ら
行
い
、
ク
マ
の
足
跡
や
フ

ン
を
見
つ
け
た
ら
引
き
返
し
ま

し
ょ
う
。

※
ク
マ
を
見
か
け
た
場
合
は
、
時

間
や
場
所
、
頭
数
な
ど
の
連
絡

を
農
林
振
興
課
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

　

町
内
に
設
置
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
器
の
一
部
が
検
定
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
５
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
町
の
委
託
業
者
が

メ
ー
タ
ー
器
の
交
換
作
業
を
行
い

ま
す
。
対
象
と
な
る
家
宅
に
訪
問

し
、
敷
地
内
で
作
業
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
お
願
い

〇
交
換
作
業
中
は
５
〜
10
分
程
度

の
断
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の

交
換
作
業
に
つ
い
て

〇
作
業
期
間
中
は
メ
ー
タ
ー
器
周

辺
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。

※
メ
ー
タ
ー
器
の
交
換
作
業
を
行

う
業
者
は
、
腕
章
を
付
け
て
作

業
を
行
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
設
水
道
課　

上
下
水
道
係

　

☎
45
―
４
５
３
４

　町では、町デジタル戦略に基づき、政策や事業などについて町

民の皆さんから意見やアイデアを募り議論できるインターネット

上の対話の場である町民参加型合意形成プラットフォーム「デシ

ディム」を構築し、運用を進めています。

　３月 28 日、町におけるデジタル技術を活用した協働のまちづ

くりを推進することを目的に、兵庫県加古川市でスマートシティ

推進担当課長を務める多
た

田
だ

功
いさお

さんを講師に講演会が開催されまし

た。多田さんからは国内で初めてデシディムを導入した加古川市

での取り組みなどについての講演があり、参加者の皆さんはデジ

タル技術を活かした協働のまちづくりについて理解を深めました。

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

５月５日から 11 日は５月５日から 11 日は

 児童福祉週間児童福祉週間ですです

　厚生労働省では、毎年５月５日の　厚生労働省では、毎年５月５日の

「こどもの日」から１週間は「児童「こどもの日」から１週間は「児童

福祉週間」と定められています。福祉週間」と定められています。

　子どもの健やかな成長、子どもや　子どもの健やかな成長、子どもや

家庭を取り巻く環境について社会で家庭を取り巻く環境について社会で

考え、子ども自身の不安や悩み、子考え、子ども自身の不安や悩み、子

どもの夢、将来の希望などについどもの夢、将来の希望などについ

て、家族で話し合うなど親子がふれて、家族で話し合うなど親子がふれ

あう機会を持ちましょう。あう機会を持ちましょう。

◆令和４年度児童福祉週間標語◆令和４年度児童福祉週間標語
　「見つけたよ  広がる未来と　「見つけたよ  広がる未来と

 つかむ夢」 つかむ夢」

英語検定料補助
のお知らせ

英語検定料補助
のお知らせ

小・中・高校生の皆さんへ
　町では、児童生徒の英語力向上と主体

的な学びを応援します！受験日や会場は

問いません。補助を活用して、英語検定

にチャレンジしてみませんか？

　詳細は下記担当に問い合わせるか、町

ホームページで確認してください。

〈申請・問い合わせ先〉
　学校教育課　学校支援係

　☎４５―２２１６

◆対象者
　○西会津小（５～６年）・中学校の児童生徒

　○ 町内在住で、町外の中学校に通学している

生徒

　○町内在住の高校生

◆補助金の交付額
　日本英語検定協会が定める検定料を全額補助

します（申請は年度ごとに１回まで）。

【参考：団体のみ・準会場の検定料】
２級　6,400 円　　 準２級　5,700 円

３級　4,700 円　　 　４級　2,900 円

５級　2,500 円　　 　

◆申請時に必要な書類
　○ 西会津町英語検定料補助金交付申請（請求）書

兼実績報告書

　○ 試験結果通知のコピー（受験者と級が分かる部分）

　※ 西会津小・中学校の児童生徒は、申込時に受け

取る領収書でも可。

◆申請の流れ
　①英語検定を受験（申込みは各自）

　② 交付申請書と添付書類を以下の提出先へ提出

　　・西会津小・中学校の児童生徒…各学校

　　・上記以外の申請者…町教育委員会学校教育課

　③町より指定した口座へ補助金の振込み

▲ ホームページ▲ ホームページ

　

毎
年
、
小
型
・
大
型
特
殊
自
動

車
（
農
耕
作
業
車
）
の
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
死
亡
事
故

で
一
番
多
い
の
は
、
乗
用
ト
ラ
ク

タ
ー
の
転
倒
事
故
で
す
。

　

農
耕
作
業
車
を
運
転
す
る
際
は

次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
安
全
キ
ャ
ブ
・
安
全
フ
レ
ー
ム

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

◎
車
両
点
検
・
修
理
を
し
て
か
ら

作
業
し
ま
し
ょ
う
。

◎
危
険
箇
所
を
確
認
し
、
注
意
標

識
な
ど
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

◎
慌
て
ず
、
焦
ら
ず
、
気
を
抜
か

ず
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に

ロ
ー
タ
リ
ー
な
ど
の
ア
タ
ッ
チ
メ

ン
ト
を
装
着
す
る
場
合
、
車
幅
を

よ
く
確
認
し
、
対
向
車
と
の
接
触

事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
装
着
し
た
ま
ま
路
上
を

走
行
す
る
場
合
は
ロ
ー
タ
リ
ー
を

停
止
さ
せ
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

農
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

農
作
業
中
の

事
故
に
注
意

自
動
車
税
の

納
期
限
は
５
月
31
日

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
県
民
の

皆
さ
ん
の
福
祉
の
増
進
、
教
育
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
る
大
切
な
税
金

で
す
。
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に

納
付
し
ま
し
ょ
う
。

◆
納
期
限

　

５
月
31
日
（
火
）

◆
注
意
点

　

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
領
収
書
に
継
続
検

査
（
車
検
）
用
の
納
税
証
明
書
が

付
い
て
い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
の
場
所

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
払
い
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ

や
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
な
ど
に
よ
り
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ

ｙ
に
よ
る
納
付
の
場
合
、
領
収
書

お
よ
び
納
税
証
明
書
は
発
行
さ
れ

ま
せ
ん
。
必
要
な
場
合
は
、
下
記

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
自
動
車
税
種
別
割
の
減
免
申
請

　

障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る

人
の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車

で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場

合
は
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
種
別

割
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
申
請
期
限

は
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

〈
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

県
会
津
地
方
振
興
局　

県
税
部

　

課
税
第
二
課

　

☎
０
２
４
２
―
29
―
５
２
６
１

　

県
で
は
、
県
政
に
関
す
る
相
談

や
要
望
、
ま
た
は
県
民
生
活
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

◆
場
所

　

県
庁
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー
お
よ

び
県
の
各
合
同
庁
舎
県
政
相
談

コ
ー
ナ
ー

◆
時
間

　

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
４
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

◆
県
政
相
談
専
用
電
話

○
県
庁
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
０
１
２
０
―
８
９
９
―
７
２
１

　

ま
た
は

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
７
０
１
７

○
会
津
地
方
振
興
局
県
政
相
談

コ
ー
ナ
ー
（
会
津
若
松
市
）

☎
０
１
２
０
―
８
９
９
―
７
２
４

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

県
民
広
聴
室
（
県
庁
）

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
７
０
１
３

令
和
４
年
度

県

政

相

談

『
ど
こ
ト
レ
』
で

列
車
の
運
行
状
況
を

確
認
で
き
ま
す
！

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
提
供
し
て
い
る

「
ど
こ
ト
レ
」
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
列
車
の
運

行
状
況
が
確
認
で
き
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

列
車
の
運
行
状
況
や
運
休
な
ど

を
調
べ
る
場
合
に
役
立
つ
便
利
な

サ
ー
ビ
ス
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
に
よ
る
列
車
時

刻
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
、「
Ｊ

Ｒ
東
日
本
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー
」
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本

　

お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
０
―
２
０
１
６
―
１
６
０
０

▲  どこトレ
　 はこちら

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
次
の
よ
う
な
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ

れ
、
相
談
は
無
料
で
す
。
一
人
で

多
重
債
務
相
談

窓
口
に
つ
い
て

悩
ま
ず
、
ま
ず
は
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
相
談
内
容
（
例
）

○
返
済
し
切
れ
な
い
借
金
に
関
す

る
こ
と

○
貸
金
業
者
や
、
い
わ
ゆ
る
「
ヤ

ミ
金
融
」
業
者
に
関
す
る
情
報

○
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
預
貯

金
口
座
に
関
す
る
こ
と　

な
ど

◆
受
付
時
間

　

平
日
の
み
（
祝
日
等
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

（
多
重
債
務
者
相
談
窓
口
専
用
）

☎
０
２
４
―
５
３
３
―
０
０
６
４

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６
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今月の「集落支援だより」に関する問い合わせは、企画情報課・企画政策係まで（☎ 45-4536）「わたしの、あなたの “さすけねぇ輪っ！ ”」に関する問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

集落支援だよりわたしの、わたしの、あなたの“さすけねぇ あなたの“さすけねぇ 輪輪
わわ

 っ！” っ！”

感染症対策について学ぶ参加者

座りながらでもできる体操を体験

集
会
所
に
Ｗワ

イ

フ

ァ

イ

ｉ
―
Ｆ
ｉ
を

整
備

　

昨
年
度
、
柴
崎
と
中
町
の
両
集

落
の
集
会
所
に
町
の
事
業
を
活
用

し
て
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
設
備
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
（
14
㌻
に
関
連
記
事
）。

　

集
会
所
に
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
設
備
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
中

町
集
落
で
は
３
月
に
サ
ロ
ン
の
一

環
で
健
康
づ
く
り
座
談
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
現
役
の
医
大
生
や
町

の
健
康
づ
く
り
を
指
導
し
て
い
る

奥
知
久
先
生
た
ち
と
ビ
デ
オ
通
話

で
つ
な
ぎ
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
画

面
越
し
に
交
流
し
ま
し
た
。

　

奥
先
生
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
菌

は
人
の
手
や
口
か
ら
移
る
こ
と
が

新
年
度
を
迎
え
て

　

背
丈
ほ
ど
あ
っ
た
雪
も
沈
み
、

だ
ん
だ
ん
と
春
の
陽
気
が
感
じ
ら

れ
る
日
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
は
奥
川
地
区
で
暮

ら
し
な
が
ら
奥
川
・
新
郷
地
区
を

中
心
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
本

年
度
か
ら
は
野
沢
・
尾
野
本
・
群

岡
地
区
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
３
月
に
は
前
任
の
池
田
潤

隊
員
と
と
も
に
、
屋
敷
や
出
ヶ
原

集
落
を
訪
問
し
ま
し
た
。

皆さんこんにちは！

地域おこし協力隊の渡辺です。

今月の集落支援だよりでは、集会所への

Ｗｉ－Ｆｉ整備と新年度の体制について

お伝えします。

　

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
集
落
に

適
し
た
支
援
を
模
索
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

奥
川
に
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
と

思
い
ま
す
が
、
改
め
て
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

地域おこし協力隊　集落支援担当地域おこし協力隊　集落支援担当

渡渡
わたわた

辺辺
なべなべ

    貴貴
たかたか

洋洋
ひろひろ

 隊員隊員

命を救う献血にご協力ください！命を救う献血にご協力ください！県赤十字血液センターの

篠原さんに聞く！

県赤十字血液センター 会津出張所

篠
しの

原
はら

  伸
のぼる

さん

町健康増進課 健康支援係

内
うち

山
やま

豊
ほ な み

夏美 保健師

　皆さんからお預かりした血液は病気の治療や手術などで毎日使用され、全国で１
日約 3,000 人の命が輸血によって救われています。
　血液には生きている細胞が含まれているため、全血製剤（400mL 献血）の使用
期間は採血後 21 日間ととても短く、長い間保存することができません。週末の街
頭献血・献血ルームなどで全国的に多数のご協力をいただいておりますが、365
日 24 時間、いつでも病院に血液を届けるためには、毎日新しい血液が必要です。

　献血はどうして大切なのですか？

　町民の皆さんにメッセージをお願いします！

　私たちは事業所の皆さんにご協力をお願いして、休日だけ
ではなく平日の献血にも力を注いでいます。せっかくのお休
み、久しぶりの有給休暇…、お休みはのんびりしたいもので
すが、輸血を待っている人のためにも献血バスを見かけたら
ぜひご協力をお願いします！ ▲献血バス

～ 献血に協力した皆さんの声 ～

　親の病気がきっかけで誰かの役

に立ちたいと思い、20 歳から献血

を始めました。現在 69 歳で献血

できる最後の年齢ですが、通算回数は 46 回になりま

す。献血すると血液検査の結果も分かり自分の健康

のためにもなります。場所や時期によってオリジナ

ルの景品がもらえることも楽しみのひとつです。

　今までも献血に興味はありまし

たが、貧血気味で受けることがで

きませんでした。しかし、今回、

体の調子が良かったので初めて受けてみようと思い

ました。献血車に入った時は緊張で体が震えました

が、献血している時間は思っていたよりも短く、献

血をしている実感と達成感を感じました！

　今回は「献血」について、福島県赤十字血液センター会津

出張所の篠原さんにインタビューしました。

　町では６月 29 日（水）の午前中に町役場前
で献血を実施予定です。ご協力いただいた人に
は記念品（左写真は一例）も用意していますの
で、皆さんのご協力をお願いします！

多
い
た
め
手
を
清
潔
に
保
っ
て
お

く
こ
と
の
大
切
さ
や
、
飛
沫
で
の

感
染
を
防
ぐ
た
め
に
マ
ス
ク
の
着

用
や
人
と
の
間
隔
を
あ
け
る
こ
と

が
必
要
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し

た
。
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
感
染
症

対
策
の
講
話
を
聞
き
、
感
染
症
を

「
正
し
く
恐
れ
る
」
こ
と
を
学
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

体
操
を
教
わ
っ
た
り
、
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
質
問
や
相
談
が
飛
び

交
っ
た
り
す
る
な
ど
に
ぎ
や
か
な

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
サ
ロ
ン
活
動
に

な
り
ま
し
た
。

  Ａ・Ｓさん（22歳）    河
かわ

瀬
せ

  加
か よ こ

代子さん（萱本）

 県赤十字血液セン
ターのホームペー
ジはこちら

集落支援業務の体制

集落支援員  １人集落支援員  １人

地域おこし協力隊  ２人地域おこし協力隊  ２人

　

そ
し
て
、
本
年
度
よ
り
新
た
に

集
落
支
援
担
当
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
星
野
壮
祐
隊
員
が
着

任
し
ま
し
た
。
星
野
隊
員
は
奥
川

地
区
に
あ
る
集
落
支
援
拠
点
施
設

の
管
理
を
し
な
が
ら
、
奥
川
・
新

郷
地
区
を
中
心
に
活
動
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
「
集
落
支
援
」
と
聞
く
と
こ
れ

ま
で
は
人
足
支
援
の
印
象
が
強

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ

れ
だ
け
が
支
援
の
方
法
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
集
落
の
現
状
を
気

軽
に
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
集
落
の
状
況
を
聞
き
な
が

ら
、
集
落
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
と
は
、
有
線
ケ
ー

ブ
ル
で
は
な
く
無
線
の
電
波
に

よ
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
で
き
る
設
備
。
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◆私の夢――

　  　私は将来、心理カウンセラーになりたいと

思っています。そう思うようになったきっか

けは、テレビで心理カウンセラーのことを紹

介していたのをたまたま見て、とてもかっこ

いいと思ったからです。たくさんの人の悩み

を聞いて、一人一人に向き合って、解決方法

を考えてくれるカウンセラーの方がすごいな

と感じました。

◆努力していること――

  　心理カウンセラーになるために、私はいろ

いろな人を観察するようにしています。元気

がなかったり、具合が悪そうだったりしたら、

なるべく声を掛けるようにしています。

◆未来の自分に一言――

  　辛いことや大変なことがたくさんあると思

いますが、頑張って楽しく生きていってくだ

さい。

［ ２年・剣道部 部長  ］

鈴
すず

木
き

  華
か

穂
ほ

さん

聞いて！わたしの夢

■ まちの人口

　　　　　４月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　５，８０８人　　 （－２６人）

男 　 　２，８１７人　　 （－２０人）

女 　 　２，９９１人　　 （－　６人）

世　帯　 　２，５４５世帯　　 （＋　３世帯）

■ お誕生おめでとう

大石　あられちゃん　　丈二・菜摘　森野

■ ご結婚おめでとう

渡部　脩斗　　　　上小島

矢部　穂乃香　　　中町

■ お悔やみ申し上げます

石川　嘉子　（93）　純一 母 　２町内

橋谷田チヱ子（89）　純一 母 　９町内１

小瀧　マツ子（96）　祐美 母 　大久保

寺田　幸男　（83）　博也 父 　西原

渡部　正喜　（84）　栄二 父 さゆりが丘

山口　新之助（94）　美智子 父 　上野尻

物江　麗子　（88）　忠義 母 　八重窪

杉本　昌登　（62）　雅茂 父 　向原

三瓶　尊德　（90）　達也 父 　新町

三瓶　虎一　（83）　竜也 祖父　出戸

齋藤　良一　（88）　良房 父 　梨平

戸籍の窓口   
（３月受付分）

　コツコツと集めている閑

月窯（喜多方市）の器推し

７点。このうち４つは夫と

作ったもので、焼いただけ

茹でただけの料理がおいし

く見えます。

◆趣味は？

　ネコ、業務用スーパーで調

味料探し

◆特技は？

　ネコをすぐ見つける

◆熱中していることは？

　和太鼓

◆自分を一言で表現すると？

　マイペースで末っ子気質

片
かた

岡
おか

美
み

菜
な

隊員

小
こ

塚
つか

  美
み

由
ゆ

紀
き

 さん［１町内］ 

　いつも素敵な笑顔で

優しい方です！

板垣 裕美 さん（４月号）
からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

◆あなたのモットーは？

　模索中です

◆最近感動したことは？

　オーブンレンジの赤外線セン

サーが賢過ぎること

◆これからやってみたいことは？

　篠笛、英会話、自転車で遠出

◆次の方を紹介してください

　Ｉ・Ｈさん

　東京で鞄の量産・修理・企画・
サンプル製作などを経験し、2020
年８月に西会津町へ移住。現在は
鞄工房の整備やOEMを行うほか、
会津の自然や文化を活かした鞄の
商品開発を行っている。

い
ま
ま
で
と
こ
れ
か
ら

　

こ
ん
に
ち
は
！
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
は
今
回
が
２
回
目
な
の

で
、
今
ま
で
の
活
動
と
こ
れ
か
ら
の
予
定
を
書
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
私
は
起
業
型
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
鞄
製
造

業
を
興
し
ま
し
た
。
最
初
の
半
年
は
お
試
し
住
宅
に
住
み
な

が
ら
で
き
る
こ
と
を
進
め
、
昨
年
１
月
末
に
今
の
工
房
が
あ

る
物
件
へ
引
越
し
、
６
月
に
は
工
房
の
お
披
露
目
を
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
予
想
以
上
に
多
く
の
方
に
来
て

い
た
だ
き
、
温
か
く
応
援
し
て
く
だ
さ
る
町
の
皆
さ
ん
に
感

激
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
現
在
ま
で
、
も
の
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行

い
な
が
ら
、
害
獣
と
し
て
駆
除
さ
れ
た
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
皮

の
利
活
用
、
か
ら
む
し
や
ヒ
ロ
ロ
細
工
の
技
術
練
習
、
出
ヶ

原
和
紙
や
古
布
の
商
品
開
発
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
猟

師
さ
ん
を
は
じ
め
、
も
の
づ
く
り
の
技
術
を
持
っ
た
方
々
に

ご
協
力
い
た
だ
き
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ
う

い
っ
た
素
材
を
活
か
し
た
商
品
を
扱
う
鞄
ブ
ラ
ン
ド
を
設
立

し
、
工
房
の
一
角
で
商
品
を
販
売
で
き
る
よ
う
進
め
る
予
定

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
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松峯のとうば様松峯のとうば様

とうば様とうば様

至至 

奥
川
郵
便
局

奥
川
郵
便
局

松峯松峯

　奥川松峯集落東側の峠道を登った鞍
あん

部
ぶ

に「とうば様」と呼

ばれる場所があります。ここの小さな広場は、子どもたちの

遊び場・公園・村人の憩いの場として親しまれてきました。

　その傍らに 10 基ほどのさまざまな古碑があります。その

中の１つに、高さ約 120cm、幅 35 ～ 38cm 程の碑があり

ます。今では風化が進み、表面の文字はほとんど判読できま

せんが、記録から「諸
しょ

国
こく

六
ろく

十
じゅうろくぶ

六部巡
じゅんれいく

礼供養
よう

塔
とう

」と彫られてい

たことが判っています。今でも建立年の「享保六年（1721）

辛丑天七月十八日」の文字は判読できます。町内ではあまり

例のみない碑だと思われます。「六十六部」（または「六
ろく

部
ぶ

」）

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その61その61
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発行／福島県西会津町 　編集／企画情報課 　TEL 0241-45-2211（代表）
ホームページ　https://www.town.nishiaizu.fukushima.jp/

この広報紙は、環境に優しい
⼤⾖油インキを使⽤しています。

今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
は
、
４
月
８
日
に
行
わ
れ

た
令
和
４
年
度
西
会
津
高
校
入
学

式
よ
り
。
６
〜
７
㌻
で
各
学
校
の

入
学
式
と
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
の
入

園
式
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ご
入
学
・
ご
入
園
し
た
皆
さ

ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

編   

集   

後   

記

　

こ
れ
ま
で
広
報
に
し
あ
い
づ
は

冊
子
で
の
発
行
の
ほ
か
に
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
電
子
書
籍

版
と
し
て
の
公
開
も
新
た
に
開
始

し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
も

さ
ら
に
見
や
す
く
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
１
人
で
も
多
く
の
皆

さ
ん
に
広
報
に
し
あ
い
づ
を
見
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

発
信
方
法
を
活
用
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
秦
）

今  

月 

の  

表  

紙

文：矢部  征男

松峯「とうば様」の古碑

とは、法華経を 66 部写した僧が全国 66 カ所の霊場に一部

ずつ納めた行
あんぎゃ

脚僧
そう

をいいますが、仏像を背負い全国を行脚す

る「廻
かい

国
こく

聖
ひじり

」をも「六部」と呼ばれています。

　松峯に遺るこの碑は、この廻国聖に教化されて（結
けち

縁
えん

）、「六

部」となった矢部佐太郎という村人によって建立されたもの

と考えられます。それは享保７年（1722）、近くの菩
ぼ

提
だい

寺
じ

に

寄進された殿鐘の銘に「松峯村六部矢部佐太郎」の名がみえ

ることからも推察できます。村の若者にとって外部からもた

らされる情報・考えは新鮮であり、刺激的で、奮い立つもの

があったであろうことが推測されます。

　また、この峠路は山三郷・喜多方地域と津川河湊を結ぶ古

道でもあり、多くの人馬が往来したものと思われます。松の根元に２基の小さな「廻国供養塔」があり、

そこには「文政十一年（1828）  施主和右衛門  妻  初」の文字がみられます。不幸にも旅の途中で命を落

とした人の供養のため建立したのでしょうか。大正４年（1915）６月には茨城県牛久出身の画家小川芋
う

銭
せん

が玉木玄琢・田代蘇陽・岩田圭一郎ら地元名士との万治峠行の際もこの古道を通ったといわれています。

広報にしあいづ
電子書籍版は、
上記ＱＲコード
から！
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